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平成30年度 日本赤十字社  社資募集のお願い

　従前、火災発生時は、防災行政無線（屋外スピーカー）から「音声とサイレン」で火災発生をお知らせし

ていましたが、昨年７月から『火災発生時はサイレンのみ』となっています。消防職員・団員を早急に招

集するためのサイレンとなっていますので、ご理解のほどよろしくお願いします。

※なお、火災等発生場所の問い合わせは、テレホンサービス（☎62－4444）または、ツイッター「八雲消

防配信サービス」にてご確認願います。

◆１１９番は緊急回線です。火災等の問い合わせは行わないよう、ご協力お願いします。

〇救急車は緊急車両ですZ
◆「サイレンを鳴らさないで救急車をお願いします」という１１９番が、多数寄せられていますが、救

急車は緊急車両です！！サイレンを鳴らさないで走行することは出来ませんので、

　ご理解をお願いします。

◆救急車の早期現場到着の為に…

　救急車を呼んだあと、自宅前などで手を振るなどが救急車の早期到着につながり

　ますので、ご協力ください。

消防本部からのお知らせ

火災発生時は【サイレンのみ】となっていますY

　日本赤十字社は、世界各国の赤十字社とともに、戦争や災害、病気などで苦しんでいる人々に救

援の手をさしのべています。また、国内でも、地震、台風などによる被災者の救援活動や医療、献

血、福祉など、幅広い分野で活動しています。人道を旗じるしに、皆さまの温かい善意にささえら

れています。

　赤十字活動資金においては、毎年5月より募集しています。今年度も募集活動の展開を予定してい

ますので、赤十字の活動へのご支援とご協力をいただきますようよろしくお願いいたします。
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昼
夜
を
問
わ
ず
放
送
し
ま
す

1
、
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

（
Ｊ
│
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
）
に
よ
る
国

か
ら
の
緊
急
情
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・
緊
急
地
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情
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波
警
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、
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・
有
事
関
連
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弾
道
ミ
サ
イ

ル
情
報
、
航
空
攻
撃
情
報
、
大

規
模
テ
ロ
情
報
な
ど
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放
送
内
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（
例
）
緊
急
地
震
速
報
】

　

上
り
チ
ャ
イ
ム
↓
「
大
地
震
で

す
」（
3
回
繰
り
返
し
）
↓
サ
イ
レ

ン
吹
鳴
↓
下
り
チ
ャ
イ
ム
の
順
で

放
送
し
ま
す
。

2
、
災
害
発
生
の
危
険
が
高
ま
っ

た
と
き
の
避
難
情
報
〜

　

避
難
勧
告
、
避
難
指
示
な
ど

【
放
送
内
容
（
例
）
避
難
勧
告
】

　

上
り
チ
ャ
イ
ム
↓
「
こ
ち
ら

は
、
防
災
や
く
も
で
す
。
遊
楽
部

川
の
水
位
が
上
昇
し
、
今
後
、
氾

濫
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
た
め
、『
避
難
勧
告
』
を
出
し
ま

し
た
。
直
ち
に
、
△
△
避
難
所
へ

避
難
し
て
下
さ
い
」
↓
下
り
チ
ャ

イ
ム
の
順
で
放
送
し
ま
す
。
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送
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す
〜

防
災
無
線
の
お
知
ら
せ

問い合わせ先 八雲消防本部　消防課通信指令係　☎0137－63－2686

八雲地域
限定

　森林の土地（地域森林計画対象民有林）

を新たに取得した場合には、事後の届け

出として「森林の土地の所有者届け出」が

必要です。個人、法人を問わず売買のほ

か、相続、贈与、法人の合併などにより

森林の土地を取得した場合には、所有者

となった日から90日以内に市町村長に届

け出を行わなければなりません。

　届け出書には取得した土地の位置図、

登記事項証明書（写しでも可）または土地

売買契約書、相続分割協議の目録、土地

の権利書の写しなど権利を取得したこと

が分かる書類の添付が必要です。

【問い合わせ先】

・農林課林業係　　 ☎0137－62－2203

・熊石総合支所産業課 ☎01398－2－3111

林の土地林林のの土土地地地地地（（（地域森林計画対象民有地域域森森森森林林林林林林林計計計計計画画画画画対対対対象象象象民民民有有

森林の土地を取得
したときは

届け出が必要です
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【
新
・
増
築
の

家
屋
調
査
に
ご
協
力
を
】

　

町
で
は
固
定
資
産
税
の
適
正
課

税
の
た
め
、
新
築
ま
た
は
増
築
さ

れ
た
住
宅
、
物
置
、
倉
庫
な
ど
の

家
屋
を
対
象
に
「
家
屋
調
査
」
に

お
伺
い
し
て
い
ま
す
。
家
屋
を
新

築
・
増
築
さ
れ
る
際
に
は
下
記
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
登
記
さ
れ
て
い
な
い
家
屋
を
取

　

壊
し
た
際
に
は
届
け
出
を
】

　

法
務
局
に
登
記
を
し
て
い
な
い

建
物
を
取
壊
し
た
場
合
に
は
、
届

け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。
届
け
出

が
さ
れ
な
い
限
り
、
建
物
が
な
く

な
っ
て
い
て
も
課
税
さ
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
法
務
局
に
登
記
さ
れ

て
い
る
建
物
を
取
壊
し
た
場
合
に

は
、
法
務
局
で
「
滅
失
登
記
」
の

手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
登
記
さ
れ
て
い
な
い
家
屋
の
所

　

有
権
移
転
が
あ
っ
た
際
に
は
届

　

け
出
を
】

　

相
続
や
贈
与
、
売
買
な
ど
に
よ

り
、
法
務
局
に
登
記
を
し
て
い
な

い
家
屋
の
所
有
権
移
転
が
あ
っ
た

場
合
に
は
、「
未
登
記
家
屋
の
所
有

権
移
転
届
」
の
届
け
出
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

届
け
出
が
さ
れ
な
い
場
合
、
引

き
続
き
元
の
所
有
者
へ
課
税
さ
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

【
住
宅
用
地
の
特
例
に
つ
い
て
】

　

住
宅
が
建
っ
て
い
る
土
地
に

は
、
土
地
の
固
定
資
産
税
額
が
1

／
6
ま
た
は
1
／
3
に
軽
減
さ
れ

る
「
住
宅
用
地
の
特
例
」
が
適
用
さ

れ
ま
す
。
こ
の
特
例
を
受
け
る
た

め
に
は
「
住
宅
用
地
の
申
告
書
」

を
提
出
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
な
お
、
す
で
に
特
例
が
適
用

さ
れ
て
い
る
土
地
に
つ
い
て
は
建

て
替
え
な
ど
を
し
な
い
限
り
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
。

※
「
住
宅
用
地
の
特
例
」
は
、
住
宅

の
種
類
・
規
模
、
土
地
の
規
模

に
よ
り
適
用
の
範
囲
が
異
な
り

ま
す
。

固
定
資
産
税
に
関
す
る
お
知
ら
せ

家
屋
の
新
築
、
増
築
、
取
壊
し
、

未
登
記
家
屋
の
所
有
権
移
転

に
つ
い
て

●納期限までに納められないご事情がある場合は、
　必ず次の連絡先に相談してください。
●インターネットを利用したクレジットカード納税
　を開始します。詳しくは、次の連絡先にお問い合
　わせください。

【渡島総合振興局納税課】
　函館市美原4丁目6番16号　10138－47－9403

5月31日（木）は、

自動車税の納期限です

物
置
や
車
庫
な
ど
簡
素
な

家
屋
へ
の
課
税
に
つ
い
て

〈
広
告
〉

〈
広
告
〉

　

簡
素
な
物
置
や
車
庫
で
も
、
外

気
分
断
性
、
用
途
性
、
土
地
へ
の

定
着
性
を
備
え
て
い
る
と
家
屋
と

し
て
課
税
さ
れ
ま
す
。
土
地
へ
の

定
着
性
の
判
断
に
つ
い
て
は
、
束

石
に
よ
る
簡
易
な
設
置
で
も
、
家

屋
本
体
と
束
石
と
が
羽
子
板
ボ
ル

ト
な
ど
の
金
具
で
固
定
さ
れ
て
い

る
場
合
は
課
税
さ
れ
ま
す
。
木
造

の
も
の
だ
け
で
な
く
、
ホ
ー
ム
セ

ン
タ
ー
等
で
購
入
で
き
る
プ
レ
ハ

ブ
式
の
も
の
も
課
税
さ
れ
ま
す
。

【
届
け
出
先
・
問
い
合
わ
せ
先
】

・
財
務
課 

課
税
第
二
係
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・
熊
石
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合
支
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地
域
振
興
課

　

☎
0
1
3
9
8
│
2
│
3
1
1
1

・病院、各施設からの直接安置等、ご相談下さい

・町外からの搬送もお引き受けいたします

・自宅や寺院・会館を利用しての葬儀全てお任せ

　下さい

〒049－3102 北海道二海郡八雲町東町247－1

電話 0137－64－2855　FAX 0137－66－5015

新規・解体撤去・
リフォーム追加彫刻…
墓石のことなら
ご相談くださいY
洋型・和型、墓石も各種展示いたしております。

お任せ下さい！！

TEL（0137）62－2960　FAX（0137）63－2266

ふるさと納税の状況
3月末現在累計（平成29年4月～平成30年3月）

寄附件数 123,515件

寄附金額 1,429,679,895円
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町
で
は
、
3
年
ご
と
に
行
う
介

護
保
険
料
見
直
し
（
※
）
に
伴
い
、

65
歳
以
上
の
方
の
介
護
保
険
料
を

よ
り
安
定
的
な
介
護
保
険
制
度
を

運
営
し
、
被
保
険
者
の
負
担
能
力

に
応
じ
た
保
険
料
と
す
る
た
め
、

国
の
基
準
段
階
に
従
い
、
所
得
段

階
を
全
9
段
階
と
し
ま
し
た
。
平

成
30
年
度
か
ら
の
保
険
料
は
表
の

と
お
り
で
す
。

 
 

な
お
、
平
成
30
年
度
の
介
護
保

険
料
額
に
つ
い
て
は
、
7
月
に
送

付
さ
れ
る
介
護
保
険
料
決
定
通
知

書
な
ど
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

①
第
7
期
介
護
保
険
料
の
大
幅
な

上
昇

　

介
護
認
定
者
、
サ
ー
ビ
ス
利
用

者
数
の
増
加
、介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

基
盤
整
備
こ
れ
ら
が
要
因
と
な

り
、
介
護
保
険
料
基
準
額
（
月
額
）

は
、
第
6
期
5
，
0
0
0
円
↓
第

7
期
約
5
，
9
6
0
円
と
大
幅
な

上
昇
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

②
介
護
給
付
費
準
備
基
金
の
取
り

崩
し
に
よ
り
介
護
保
険
料
の
大

幅
な
上
昇
の
抑
制
を
図
る

　

第
6
期
ま
で
に
発
生
し
て
い
る

保
険
料
の
余
剰
金
を
活
用
す
る
こ

と
に
よ
り
介
護
保
険
料
の
大
幅
な

上
昇
を
約
2
6
0
円
程
度
抑
制
し

ま
す
。

③
低
所
得
者
の
方
々
の
保
険
料
に

公
費
を
投
入
し
て
保
険
料
の
軽

減
を
図
り
ま
す

④
八
雲
町
の
第
7
期
介
護
保
険
料

基
準
額
を
月
額
5
，
7
0
0
円

（
年
額
6
8
，
4
0
0
円
）
に
設

定
し
ま
す

※
65
歳
以
上
の
方
の
介
護
保
険
料

は
、
3
年
を
計
画
期
間
と
す
る

「
介
護
保
険
事
業
計
画
」
を
策
定
し

て
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

要
介
護
認
定
者
数
や
、
そ
の
利
用

回
数
な
ど
か
ら
、
3
年
間
に
提
供

さ
れ
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
用
の
見

込
み
な
ど
に
基
づ
き
算
出
し
ま

す
。

　

平
成
29
年
度
は
こ
の
見
直
し
の

年
に
あ
た
り
、
介
護
保
険
料
の

他
、
介
護
保
険
事
業
の
方
向
性
を

示
し
、
介
護
保
険
事
業
の
安
定
的

な
運
営
を
目
的
と
し
て
、
平
成
30

年
3
月
に
第
7
期
介
護
保
険
事

業
計
画
（
平
成
30
年
度
〜
平
成
32

年
度
）
を
策
定
し
ま
し
た
。

65

歳
以
上
の
方
（
第
1
号
被
保
険
者
）の

介
護
保
険
料
を
改
正
し
ま
す

介
護
保
険
料
見
直
し
の

ポ
イ
ン
ト

地方税法施行令の一部改正により、平成30年4月からの賦課限度額を、次のとおり引き上げます。

・医療分　　≪現行≫５４万円→≪改正後≫５８万円　４万円の引き上げ（国の基準と同額）

また、国民健康保険税の５割軽減および２割軽減の対象となる世帯の軽減判定所得が引き上げら

れ、軽減措置の対象が拡大されます。

【問い合わせ先】住民生活課国民健康保険係　☎0137－62－2112

軽減割合

5割

2割

所得が次の金額以下の世帯

33万円＋27.5万円×（被保険者数＋特定同一世帯所属者数）

33万円＋50万円×（被保険者数＋特定同一世帯所属者数）

《平成30年度から》

軽減割合

5割

2割

所得が次の金額以下の世帯

33万円＋27万円×（被保険者数＋特定同一世帯所属者数）

33万円＋49万円×（被保険者数＋特定同一世帯所属者数）

《平成29年度まで》

国民健康保険からのお知らせ

国民健康保険税賦課限度額等を
改正します
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【問い合わせ先】
・保健福祉課介護保険係（シルバープラザ内） 10137－64－2111

・熊石総合支所住民サービス課 101398－2－3111

【第6期】平成27～29年度の介護保険料

※第6期における第1段階保険料額は、低所得者の軽減強化の拡充により年額で30,000円を27,000円に減額されて
　います。

段　階

第1段階

第2段階

第3段階

第4段階

第5段階

第6段階

第7段階

第8段階

第9段階

対　　　象　　　者 年　額

（基準額）

60,000

27,000

27,000

45,000

45,000

54,000

72,000

78,000

90,000

102,000

本
人
が
町
民
税
非
課
税

同
じ
世
帯
に
い
る

方
全
員
が
町
民
税

非
課
税

本
人
が
町
民
税
課
税

同
じ
世
帯
に

町
民
税
課
税

者
が
い
る
方

前年の「合計所得金額」＋「課税年金収入額」の合計額が80万円以下の方

前年の「合計所得金額」＋「課税年金収入額」の合計額が80万円超120万円以下の方

前年の「合計所得金額」＋「課税年金収入額」の合計額が120万円超の方

前年の「合計所得金額」＋「課税年金収入額」の合計額が80万円以下の方

前年の「合計所得金額」＋「課税年金収入額」の合計額が80万円超の方

前年の「合計所得金額」が120万円未満の方

前年の「合計所得金額」が120万円以上190万円未満の方

前年の「合計所得金額」が190万円以上290万円未満の方

前年の「合計所得金額」が290万円以上の方

生活保護受給者または町民税非課税世帯かつ老齢福祉年金受給者

【第7期】平成30～32年度の介護保険料

※第7期における第1段階保険料額は、低所得者の軽減強化により年額で34,200円を30,780円に減額されています。

※「本人合計所得」は、合計所得金額から長期譲渡および短期譲渡所得に係る特別控除額を差し引いた金額を指し、

　「年金所得」は、公的年金などに係る雑所得を指しています。

段　階

第1段階

第2段階

第6段階

第7段階

第8段階

第9段階

対　　　象　　　者 年　額

（基準額）

68,400

30,780

30,780

51,300

51,300

61,560

82,080

88,920

102,600

116,280

本
人
が
町
民
税
非
課
税

同
じ
世
帯
に
い
る

方
全
員
が
町
民
税

非
課
税

本
人
が
町
民
税
課
税

同
じ
世
帯
に

町
民
税
課
税

者
が
い
る
方

第3段階

第4段階

第5段階

前年の「本人の合計所得から年金所得を控除した額」＋「課税年金収入額」の
合計額が80万円以下の方

前年の「本人の合計所得から年金所得を控除した額」＋「課税年金収入額」の
合計額が80万円超120万円以下の方

前年の「本人の合計所得から年金所得を控除した額」＋「課税年金収入額」の
合計額が120万円超の方

前年の「本人の合計所得から年金所得を控除した額」＋「課税年金収入額」の
合計額が80万円以下の方

前年の「本人の合計所得から年金所得を控除した額」＋「課税年金収入額」の
合計額が80万円超の方

前年の「合計所得金額」が120万円未満の方

前年の「合計所得金額」が120万円以上200万円未満の方

前年の「合計所得金額」が200万円以上300万円未満の方

前年の「合計所得金額」が300万円以上の方

生活保護受給者または町民税非課税世帯かつ老齢福祉年金受給者
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に関するお知らせ
～保険料率の見直しについて～

平成30年度の保険料額は、7月に個別にお知らせします

　保険料均等割軽減のうち、2割・5割軽減に係る所得判定基準が、次のとおり見直しされました。

■問い合わせ先
・北海道後期高齢者医療広域連合 1011－290－5601

・住民生活課 国民健康保険係 10137－62－2112

・熊石総合支所 住民サービス課 101398－2－3111

■均等割2割・5割軽減の範囲が見直しされました

平成29年度

所得が次の金額以下の世帯 軽減割合

33万円＋（27万円×世帯の被保険者数） 5割軽減

33万円＋（49万円×世帯の被保険者数） 2割軽減

平成30年度から

所得が次の金額以下の世帯 軽減割合

33万円＋（27万5千円×世帯の被保険者数） 5割軽減

33万円＋（50万円×世帯の被保険者数） 2割軽減

所得が次の金額以下の方 軽減割合

所得から33万円を引いた額が

58万円以下の方
2割軽減

　保険料所得割軽減の割合が、次のとおり見直しされました。

■所得割の軽減割合が見直しされました

平成29年度

所得が次の金額以下の方 軽減割合

所得から33万円を引いた額が

58万円以下の方
軽減なし

平成30年度から

区　　分 均等割

被用者保険の

被扶養者だった方
7割軽減

所得割

かかりません

区　　分 均等割

被用者保険の

被扶養者だった方
5割軽減

所得割

かかりません

　この制度に加入の際、被用者保険の被扶養者だった方の軽減割合が次のとおり見直しされました。

※所得の状況により、均等割の軽減割合が9割、または8.5割に該当することがあります。

■被用者保険の被扶養者だった方の軽減割合が見直しされました

平成29年度 平成30年度から

平成29年度

57万円

平成30年度

62万円

　保険料の賦課限度額が、

　次のとおり見直しされました。

■1年間の保険料の賦課限度額が見直しされました
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広報やくも広告募集中

①たて１０.０cm×よこ１７.０cm 
　………………………… 月額（町内業者）20,570円
②たて１５.０cm×よこ１７.０cm
　………………………… 月額（町内業者）10,280円
③たて１５.０cm×よこ１８.５cm
　………………………… 月額（町内業者）5,140円
④たて１５.０cm×よこ１２.０cm
　………………………… 月額（町内業者）1,540円
詳しくは、企画振興課協働推進係まで

〈
広
告
〉

いたずらっ子の会
子育てで悩んで

いませんか？

昭和２８年４月２日～昭和２９年４月１日

昭和２３年４月２日～昭和２４年４月１日

昭和１８年４月２日～昭和１９年４月１日

昭和１３年４月２日～昭和１４年４月１日

昭和　８年４月２日～昭和　９年４月１日

昭和　３年４月２日～昭和　４年４月１日

大正１２年４月２日～大正１３年４月１日

大正　７年４月２日～大正　８年４月１日

６５歳

７０歳

７５歳

８０歳

８５歳

９０歳

９５歳

１００歳

生　年　月　日年　　齢 【
肺
炎
は
八
雲
町
の
死
因
第
3
位
】

　

亡
く
な
る
方
の
約
95

％
が
加
齢

と
と
も
に
免
疫
力
が
弱
ま
っ
て
い

る
65

歳
以
上
の
方
で
す
。

　

肺
炎
予
防
に
は
ワ
ク
チ
ン
接
種

が
効
果
的
で
す
。

　

冬
期
間
に
な
る
と
、
特
に
感
染

症
が
流
行
る
た
め
、
肺
炎
に
罹
り

や
す
く
な
り
ま
す
。
早
め
の
接
種

を
お
願
い
し
ま
す
。

【
平
成
30
年
度
助
成
対
象
者
】

　

次
の
方
が
助
成
対
象
者
で
す
。

①
今
年
度
中
に
65

歳
、
70

歳
、
75

歳
、
80

歳
、
85

歳
、
90

歳
、
95

歳
、
1
0
0
歳
に
な
る
方

②
60

歳
以
上
65

歳
未
満
の
方
で
、

心
臓
、
腎
臓
、
も
し
く
は
呼
吸

器
の
機
能
ま
た
は
ヒ
ト
免
疫
不

全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
の
機

能
に
障
が
い
を
有
す
る
方

※
過
去
に
1
回
で
も
肺
炎
球
菌
ワ

ク
チ
ン
（
ポ
リ
サ
ッ
カ
ラ
イ
ド
）

の
接
種
を
受
け
た
方
は
対
象

外
。

※
今
年
度
対
象
者
で
、
町
外
医
療

機
関
で
接
種
さ
れ
た
方
の
償
還

払
い
（
払
い
戻
し
）
申
請
の
期
限

は
、
平
成
31

年
4
月
15

日
ま
で

と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
留
意
く

だ
さ
い
。

【
接
種
回
数
】
1
回
接
種

【
接
種
費
用
】

　

自
己
負
担
額
4
，
0
0
0
円

【
接
種
会
場
】
各
医
療
機
関

【
問
い
合
わ
せ
先
】

・
保
健
福
祉
課
健
康
推
進
係

（
シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ザ
内
）

　

☎
0
1
3
7
│
64
│
2
1
1
1

・
熊
石
総
合
支
所
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

　

☎
0
1
3
9
8
│
2
│
3
1
1
1

高
齢
者
等
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

予
防
接
種
助
成
事
業
に
つ
い
て

野
鳥
の
ヒ
ナ
を

拾
わ
な
い
で
！

「
言
葉
が
遅
い
」「
落
ち
着
き
が
な

く
言
う
こ
と
を
き
か
な
い
」「
子
ど

も
と
ど
う
接
し
て
い
い
か
わ
か
ら

な
い
」
な
ど
、
子
育
て
で
悩
ん
で

い
ま
せ
ん
か
？

《
い
た
ず
ら
っ
子
の
会
》
で
は
、

お
し
ま
地
域
療
育
セ
ン
タ
ー
か
ら

言
葉
や
発
達
の
専
門
の
先
生
が
来

町
し
、
日
頃
気
に
な
っ
て
い
る
こ

と
を
相
談
し
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
受

け
る
事
が
で
き
ま
す
。
ど
う
ぞ
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
6
月
15

日
（
金
）　

　

午
前
10

時
〜
午
後
3
時

（
1
組
1
時
間
程
度
）

【
会
場
】
シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ザ

【
申
込
期
間
】

　

6
月
1
日
（
金
）
ま
で

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

・
子
ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
0
1
3
7
│
63
│
4
6
2
2

・
役
場
住
民
生
活
課
児
童
係　
　

　

☎
0
1
3
7
│
62
│
2
1
1
2

・
シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ザ
健
康
推
進
係 

　

☎
0
1
3
7
│
64
│
2
1
1
1

　

北
海
道
で
は
5
月
後
半
か
ら
8

月
に
か
け
て
、
幼
鳥
を
保
護
し
持

ち
込
ま
れ
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま

す
。

　

巣
立
ち
後
す
ぐ
の
幼
鳥
は
、
し

ば
ら
く
の
間
、
親
鳥
が
世
話
を
し

て
お
り
、
親
鳥
か
ら
餌
の
取
り
方

や
身
を
守
る
方
法
な
ど
生
活
に
必

要
な
こ
と
を
学
び
ま
す
。

　

こ
の
時
期
に
親
鳥
と
離
さ
れ
て

し
ま
い
ま
す
と
、
独
り
立
ち
に
必

要
な
こ
と
が
学
べ
ず
、
そ
の
後
、

放
鳥
で
き
な
か
っ
た
り
、
保
護
さ

れ
て
も
餌
を
食
べ
ず
に
死
亡
す
る

例
も
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

　

飛
べ
な
い
鳥
を
見
つ
け
た
と
き

は
、
巣
立
ち
後
間
も
な
い
幼
鳥
か

ど
う
か
、
ま
た
、
近
く
に
親
鳥
と

思
わ
れ
る
鳥
が
い
な
い
か
ど
う
か

を
確
認
し
、
近
く
に
親
鳥
と
思
わ

れ
る
鳥
が
い
る
と
き
は
静
観
し
て

く
だ
さ
い
。

　

近
く
に
親
鳥
と
思
わ
れ
る
鳥
が

見
え
な
い
時
は
、
近
く
の
危
険
の

少
な
い
場
所
に
移
し
て
く
だ
さ
い
。

【
傷
病
野
生
鳥
獣
に
関
す
る
問
い

　

合
わ
せ
先
】

　

渡
島
総
合
振
興
局
保
健
環
境
部

　

環
境
生
活
課
自
然
環
境
係

　

☎
0
1
3
8
│
47
│
9
4
3
9
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北
海
道
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業

と
は
、
道
民
の
健
康
診
断
や
が
ん

検
診
な
ど
の
受
診
率
向
上
、
健
康

に
配
慮
し
た
生
活
習
慣
を
身
に
つ

け
る
き
っ
か
け
づ
く
り
を
目
的
と

し
て
、
北
海
道
・
市
町
村
・
協
賛

企
業
が
協
働
で
実
施
す
る
事
業
で

す
。

　

各
種
健
（
検
）
診
や
健
康
づ
く

り
事
業
へ
の
参
加
を
ポ
イ
ン
ト
化

し
て
、
6
ポ
イ
ン
ト
集
め
て
応
募

す
る
こ
と
で
協
賛
企
業
か
ら
特
典

が
も
ら
え
ま
す
（
応
募
多
数
の
場

合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
）
。

　

ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
ご
自
身
の

健
康
づ
く
り
の
た
め
に
健
康
マ
イ

レ
ー
ジ
事
業
へ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
対
象
者
】

　

20

歳
以
上
の
八
雲
町
民

【
参
加
方
法
】

①
参
加
申
し
込
み
を
し
て
、
ポ
イ

ン
ト
カ
ー
ド
を
も
ら
い
ま
す
。

参
加
申
込
書
は
、
シ
ル
バ
ー
プ

ラ
ザ
ま
た
は
熊
石
総
合
支
所
に

あ
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
参
加
申

込
書
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

②
対
象
事
業
へ
参
加
し
て
、
ポ
イ

ン
ト
シ
ー
ル
を
集
め
ま
す
。
対

象
と
な
る
事
業
と
ポ
イ
ン
ト
は

左
記
の
と
お
り
で
す
。

③
６
ポ
イ
ン
ト
貯
ま
っ
た
ポ
イ
ン

ト
カ
ー
ド
を
平
成
31

年
4
月
1

日
ま
で
に
申
込
先
へ
提
出
す
る

と
、
協
賛
企
業
か
ら
特
典
が
も

ら
え
ま
す
。（
平
成
31

年
6
月
を

予
定
。
応
募
多
数
の
場
合
は
抽

選
と
な
り
ま
す
）
。

【
そ
の
他
】

・
町
の
実
施
す
る
健
（
検
）
診
以

外
で
ポ
イ
ン
ト
を
集
め
る
場
合

は
、
受
診
結
果
を
申
込
先
へ
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

・
ポ
イ
ン
ト
の
有
効
期
限
は
、
平

成
31

年
3
月
31

日
ま
で
で
す
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

・
保
健
福
祉
課
健
康
推
進
係

（
シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ザ
内
）

　

☎
0
1
3
7
│
64
│
2
1
1
1

・
熊
石
総
合
支
所
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

　

☎
0
1
3
9
8
│
2
│
3
1
1
1

30

【申し込み・問い合わせ先】八雲町子育て支援センター  10137－62－2573

子育て支援センターからお知らせ

【内容】新聞紙ふぶきで、大胆に遊びましょう。 

【対象】入園前のお子さんと保護者の皆さん

【日時】5月24日（木）

　　　　午前10時～11時30分

【場所】シルバープラザ　スポーツホール

【定員】30組（定員になり次第締め切ります）

【期限】5月22日（火）

【内容】手遊びやミニゲーム、季節に応じた遊び

や製作、楽しいおしゃべり会などを行う予定です。

【対象】幼稚園や保育園、子育てサークルなど

に通っていない平成28年4月以降生まれのお子

さんと保護者の皆さん。

【期間】6月5日（火）～平成31年3月19日（火）

　　　　午前10時～11時30分 

　　　　年間30回（1ヵ月に3回程度）

【場所】子育て支援センタースマイル

【定員】15組（定員になり次第締め切ります）

【会費】活動実費分

【期限】5月25日（金）

あそびの広場②

楽しい遊びがいっぱいY
みんなで遊ぼうY

子育てサロン参加者募集Z
八雲に知り合いの少ないお母さんや、近所に
遊ぶ友達がいないお子さんたちの交流の場
です。楽しく元気に子育てする仲間づくりを
しましょう。

健康診断

　特定健康診査・職場の健康診断・個人受診の

　人間ドックなど（雇用時健康診断は対象外）

がん検診（胃・肺・大腸・子宮・乳）

　町や職場が実施するがん検診、人間ドック等の

　検査項目でがん検診と判断できるもの

全町一日健康の集い（11月３日開催）

１健診につき

２ポイント

１検診につき

２ポイント

２ポイント

対　象　事　業 獲得ポイント

北
海
道
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業

参
加
者
を
募
集
し
ま
す
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町
で
は
、
乳
幼
児
等
が
病
院
な

ど
で
診
療
を
受
け
た
と
き
の
医
療

費
を
助
成
し
て
い
ま
す
。
助
成
を

受
け
る
た
め
に
は
、
受
給
者
証
の

交
付
申
請
手
続
き
が
必
要
で
す
。

※
小
学
生
の
お
子
さ
ん
は
、
入
院

の
み
の
助
成
と
な
り
ま
す
の

で
、
入
院
さ
れ
る
と
き
に
申
請

を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
小
学
生
の
お
子
さ
ん
は
、
所
得

制
限
な
ど
に
よ
り
助
成
を
受
け

ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】

・
お
子
さ
ん
の
健
康
保
険
証

・
印
鑑

・
転
入
さ
れ
た
方
は
、
前
住
所
地

の
市
区
町
村
発
行
の
「
所
得
・

課
税
証
明
証
」
が
必
要
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先
】

・
住
民
生
活
課
国
民
健
康
保
険
係 

　

☎
0
1
3
7
│
62
│
2
1
1
2

・
熊
石
総
合
支
所
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

　

☎
0
1
3
9
8
│
2
│
3
1
1
1

・
落
部
支
所

　

☎
0
1
3
7
│
67
│
2
2
3
1

子
ど
も
の
医
療
費
は
助
成
さ
れ
ま
す

小学生
非課税世帯

課税世帯

未就学児

自　己　負　担　額区　　分

自己負担なし（所得制限なし）

初診時一部負担金を負担（入院のみ）

かかった医療費の１割を負担（入院のみ・上限あり）

【自己負担一覧表】

 

新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
、
既
に

4
月
1
日
よ
り
八
雲
町
地
域
お
こ

し
協
力
隊
は
新
し
く
2
名
が
入
隊

し
現
在
4
名
で
活
動
を
開
始
し
て

お
り
ま
す

・
冨
澤　

祐
二
（
41
歳
）

　

数
年
前
よ
り
札
幌
市
か
ら
の
移

住
を
希
望
し
て
お
り
、
こ
の
た
び

八
雲
町
へ
の
移
住
が
叶
い
ま
し

た
。
1
日
も
早
く
八
雲
町
で
の
生

活
に
慣
れ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
ア
ウ
ト
ド
ア
や
自
然
体

験
活
動
、
本
を
読
む
こ
と
や
コ
ー

ヒ
ー
を
淹
れ
る
こ
と
な
ど
が
趣
味

で
す
。
趣
味
を
通
じ
て
、
ま
た
新

し
い
こ
と
を
通
じ
て
、
1
人
で
も

多
く
の
方
と
お
知
り
合
い
に
な
り

た
い
で
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

・
小
澤　

玄
周
（
24
歳
）

　

私
は
八
雲
町
出
身
で
、
高
校
卒

業
後
か
ら
八
雲
町
を
離
れ
て
生
活

を
し
て
い
ま
し
た
。
地
元
か
ら
離

れ

て

生

活

し

て

い

た

中

で

、

「
も
っ
と
多
く
の
人
に
八
雲
町
を

知
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
強
く
感

じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
ん

な
時
に
八
雲
町
地
域
お
こ
し
協
力

隊
員
の
活
動
を
S
N
S
で
見
て
、

そ
の
活
動
に
魅
力
を
感
じ
、
自
分

も
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
活

動
す
る
た
め
に
八
雲
町
に
戻
る
こ

と
を
決
意
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

は
協
力
隊
員
と
し
て
八
雲
町
の
課

題
で
あ
る
「
人
口
減
少
・
各
産
業

の
担
い
手
不
足
」
と
い
っ
た
課
題

解
決
の
た
め
に
も
八
雲
町
を
盛
り

上
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

今
後
は
2
年
目
の
活
動
と
な
り

ま
す
佐
藤
佑
樹
、
大
野
仁
世
と
4

名
で
活
動
し
て
参
り
ま
す
の
で
今

後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

リ

ア

ル

タ

イ

ム

の

情

報

は

、

F
a

c
e

b
o

o
k

・T
w

it
t
e

r

・

In
s
ta

g
ra

m

、
ア
メ
ー
バ
ブ
ロ
グ
、

Lin
e
@

で
発
信
し
て
い
ま
す
。

○F
a
c
e
b

o
o

k
:@

c
o

k
.y

a
k
u
m

o
  

○T
w

itte
r:

＠ya
ku

m
o
_kyo

ryo
ku

○Instagram
:yakum

ocho_kyoryokutai

○Lin
e
@

:@
u
te

0
3
5
6
s

○
ア
メ
ー
バ
ブ
ロ
グ:https://am

eblo.

　

jp/yakum
ocho-kyoryokutai/

【
問
い
合
わ
せ
】

　
Lo

u
g
h
m

o

（
ら
・
ふ
も
）

　

☎
0
1
3
7
│
66
│
5
2
3
4

協
力
隊 
奮
闘
日
記

協
力
隊
と
町
民
の
情
報
交
換

11
vol.

　

も
の
忘
れ
や
障
が
い
の
有

無
、
年
齢
・
性
別
を
問
わ
ず
、

ど
な
た
で
も
来
店
で
き
る
地
域

の
カ
フ
ェ
で
す
。
お
友
達
同
士

は
も
ち
ろ
ん
、
介
護
や
子
育
て

を
し
て
い
る
方
同
士
で
交
流
す

る
場
と
し
て
も
ご
利
用
い
た
だ

け
ま
す
。
お
子
さ
ま
や
お
孫
さ

ん
も
一
緒
に
、
お
気
軽
に
お
立

ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

【
場
所
】

　

は
ぴ
あ
八
雲 

1
階
研
修
室

【
時
間
】

　

午
後
1
時
30

分
〜
3
時

【
日
程
】

﹇
5
月
﹈
5
月
9
日
（
水
）

﹇
6
月
﹈
6
月
13

日
（
水
）

※
毎
月
第
2
水
曜
日
（
祝
祭

日
・
会
場
使
用
不
可
の
際
は

第
1
水
曜
日
）

【
内
容
】

　

ミ
ニ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、

交
流
茶
話
会
、
手
芸
作
品
な
ど

の
展
示

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

保
健
福
祉
課
包
括
支
援
係

（
シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ザ
内
）

　

☎
0
1
3
7
│
65
│
5
0
0
1

「
お
も
い
や
り

カ
フ
ェ
」を

開
店
し
ま
す

と
み

さ
わ

ゆ
う

じ

お

ざ
わ

げ
ん
し
ゅ
う
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※家賃は、入居者の収入により家賃欄の範囲内の金額で決まります。
※浴室欄に「風呂場」とある場合は、浴槽、風呂釜等は入居者が用意する住宅もあります。
□詳しくは、建設課管理係または熊石総合支所地域振興課までお問い合わせください。
□申し込みは、八雲地域、熊石地域ともに5月15日（火）までに、町営住宅入居用の所得証明書および住民票を添付し、
　町営住宅入居申込書および個人情報の収集に関する同意書を提出してください。

【熊石地域】 公営住宅の空き部屋を支障のない限り「みなし特定公共賃貸住宅（収入要件などを特定公共賃貸住宅まで拡大した住宅）」として入居が可能です。

【八雲地域】

町営住宅入居者募集

入札（見積合わせ）結果（3月16日～4月15日）1，000，000円以上 単位：（円）

函館設備設計家協同組合

㈱環境リサーチ

協業組合公清企業

八十住ふとん店

5,518,800

5,173,200

4,075,920

8,035,697

4,849,200

4,698,000

3,747,600

6,904,656

6月30日

H31.3.29

H31.3.29

H31.2.15

熊石地域水産試験研究実験棟新築工事実施設計業務

平成30年度　水質検査業務

下水処理場及び最終処分場重金属等精密分析業務

平成30年度　八雲地域指定ごみ袋購入

H13

H13

H15

H7

S62

S57

S58

Ｓ63

H4

H4

S61

1

2

1

1

1

3

1

1

1

2

1

ユニットバス

ユニットバス

ユニットバス

ユニットバス

風呂場

風呂場

風呂場

風呂場

ユニットバス

ユニットバス

風呂場

１棟8戸重ね建（1Ｆ） 2LＤＫ 61.24G

１棟8戸重ね建（2Ｆ） 3LＤＫ 71.14G

１棟8戸重ね建（2Ｆ） 3LＤＫ 69.86G

１棟4戸重ね建（1Ｆ） 3LＤＫ 79.79G

１棟6戸重ね建（1Ｆ） 3LＤＫ 62.19G

１棟6戸重ね建（1Ｆ・2F） 3LＤＫ 62.19G

１棟6戸重ね建（1F） 3LＤＫ 62.19G

１棟4戸重ね建（2Ｆ） 3LＤＫ 63.11G

１棟１０戸重ね建（3F） 3LDK 70.99G

１棟１０戸重ね建（1Ｆ・2F） 3LDK 71.74G

１棟6戸重ね建（1F） 3LＤＫ 62.19G

16,900円

19,600円

19,200円

18,800円

14,900円

14,200円

14,400円

15,700円

20,100円

20,300円

15,000円

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

77,800円

87,500円

94,100円

51,200円

34,900円

32,000円

33,100円

34,800円

42,900円

43,300円

35,000円

折戸団地（熊石折戸町52）

折戸団地（熊石折戸町52）

折戸団地（熊石折戸町99－1）

泊川団地（熊石泊川町867－3）

平団地（熊石平町177）

根崎団地（熊石根崎町400－1）

根崎団地（熊石根崎町400－1）

根崎団地（熊石根崎町400－1）

雲石団地（熊石雲石町217）

雲石団地（熊石雲石町217）

鳴神団地（熊石鳴神町215）

団　　地　　名 建築年度 募集戸数 構造・間取・面積 浴　室家　　賃

団　　地　　名 建築年度 募集戸数 構造・間取・面積 家　　賃 浴　室

23,800円

12,600円

21,700円

35,400円

18,800円

32,400円

～

～

～

H11

S53

H12

1

1

1

ユニットバス

風呂場

ユニットバス

１棟14戸重ね建（3F） 2LDK 98.96G

１棟6戸2階建 3DK 63.86G

１棟10戸重ね建（2F） 2LDK 104.84G

新栄町団地（栄町94－3）

野田生団地（野田生463－1）

落部団地（落部839－2）

請負業者名 予定価格 契約金額 工　期工　事　名（委託業務名）

　

倒
壊
や
建
築
部
材
な
ど
が
飛
散

す
る
お
そ
れ
の
あ
る
危
険
な
特
定

空
家
の
解
体
工
事
費
の
一
部
お
よ

び
、
子
育
て
世
帯
が
空
家
を
改
修

し
て
居
住
す
る
場
合
の
改
修
費
の

一
部
を
補
助
し
ま
す
。

※
着
手
、
契
約
済
み
は
対
象
外
で

す
。

【
対
象
者
】

▽
解
体
工
事
の
場
合

・
特
定
空
家
を
所
有
す
る
個
人
の

方
▽
改
修
工
事
（
耐
久
性
向
上
）
の

場
合

・
空
家
を
所
有
（
空
家
取
得
後
3

年
以
内
）
し
、
改
修
後
3
年
以

上
居
住
す
る
個
人
の
方

【
対
象
建
物
】

　

解
体
工
事
の
場
合

・
特
定
空
家
に
認
定
さ
れ
た
も
の

で
、
空
家
の
不
良
度
の
高
い
も

の
で
、
か
つ
周
辺
に
悪
影
響
を

及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
る
状
況
で
あ

る
も
の
（
町
が
判
定
を
行
い
ま

す
）
。

▽
改
修
工
事
（
耐
久
性
向
上
）
の
場

合
・
下
水
道
の
完
備
で
き
る
空
家
で
、

改
修
後
に
子
育
て
世
帯
が
居
住

す
る
も
の

【
補
助
金
額
】

▽
解
体
工
事
の
場
合

・
補
助
対
象
額
の
2
分
の
1
以
内

で
上
限
30
万
円

▽
改
修
工
事
（
耐
久
性
向
上
）
の
場

合
・
補
助
対
象
額
の
2
分
の
1
以
内

で
上
限
5
0
0
万
円

【
第
1
期
受
付
期
間
】

　

5
月
1
日
（
火
）
〜
31
日
（
木
）

※
申
し
込
み
が
多
数
あ
り
、
予
算

額
を
超
え
た
場
合
は
、
抽
選
と

な
り
ま
す
。

※
【
第
2
期
受
付
期
間
】

　

第
1
期
で
予
算
額
に
達
し
な
い

場
合
、
6
月
4
日
（
月
）
以
降
に

随
時
受
付
し
ま
す
。

※
施
工
業
者
等
に
関
す
る
条
件
が

あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
町

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

建
設
課

　

☎
0
1
3
7
│
62
│
2
1
1
5

空
家
等
対
策
支
援
補
助
金

11　Yakumo Public Relations Vol.152



　

八
雲
町
社
会
教
育
委
員
会
議

は
、
社
会
教
育
に
関
す
る
諸
計
画

を
立
案
し
、
教
育
委
員
会
に
意
見

を
述
べ
る
と
と
も
に
、
社
会
教
育

関
係
団
体
や
指
導
者
に
対
し
て
指

導
や
助
言
な
ど
を
行
い
ま
す
。

【
日
時
】
5
月
21

日
（
月
）

午
後
6
時
30

分
〜

【
場
所
】
八
雲
町
公
民
館

【
内
容
】

・
平
成
29

年
度
社
会
教
育
課
・
熊

　

石
教
育
事
務
所
所
管
事
業
実
施

　

報
告
な
ら
び
に
事
業
決
算
概
要

　

に
つ
い
て

・
平
成
29

年
度
八
雲
町
社
会
教
育

　

委
員
各
部
会
活
動
等
の
報
告
な

　

ど
に
つ
い
て

・
平
成
30

年
度
社
会
教
育
課
・
熊

　

石
教
育
事
務
所
所
管
事
業
計
画

　

に
つ
い
て

　町民の皆様の声を広く聞き、町民主体の自治を実現することを目的に、

平成22年4月1日に八雲町自治基本条例が制定されました。

　このコーナーでは各種審議会などの委員公募や会議の開催案内、パブリックコメントの実施

についてお知らせします。

　詳しくは、各担当課へ問い合わせていただくか、町のホームページをご覧ください。

八雲町自治基本条例コーナー
八雲町の「まちづくり」に

参加しませんか？

《
一
般
公
募
委
員
募
集
要
領
》

①
委
員
会
の
目
的

　

町
民
参
加
に
よ
っ
て
自
治
基
本

条
例
を
守
り
育
て
、
実
効
性
を
高

め
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

②
審
議
事
項

　

条
例
の
見
直
し
、
条
例
の
運
用

状
況
及
び
自
治
に
関
す
る
基
本
的

な
事
項
を
審
議
し
、
意
見
を
具
申

し
ま
す
。

③
会
議
開
催
回
数

　

年
3
回
程
度
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

④
報
酬

　

日
額
5
，
6
0
0
円
（
八
雲
町
非

常
勤
職
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償

に
関
す
る
条
例
に
よ
る
）

⑤
任
期

　

２
年
間
（
平
成
30

年
7
月
1
日

〜
平
成
32

年
6
月
30

日
）

⑥
応
募
資
格

　

八
雲
町
に
在
住
す
る
平
成
30

年

5
月
1
日
現
在
に
お
い
て
満
20

歳

以
上
の
方
。

⑦
公
募
人
数　

3
名
以
内

（
委
員
総
数
は
、
10

名
以
内
）

⑧
応
募
期
間
及
び
申
込
方
法
等

　

5
月
1
日
か
ら
6
月
1
日
ま
で

の
間
に
電
話
で
申
込
み
願
い
ま
す
。

　

申
し
込
み
が
公
募
人
数
を
超
え

た
場
合
は
抽
選
で
決
定
し
ま
す
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　

企
画
振
興
課
協
働
推
進
係　

　

☎
0
1
3
7
│
62
│
2
3
0
0

八雲町自治基本
条例第12条の規
定に基づき、
会議を公開で
行います
皆様の傍聴を
お待ちして
います

「
八
雲
町
民
自
治
推
進
委
員

会
」
委
員
を
募
集
し
ま
す

八
雲
町
社
会
教
育
委
員
会

議
を
開
催
し
ま
す

・
平
成
30

年
度
八
雲
町
社
会
教
育

　

委
員
各
部
会
活
動
計
画
案
に
つ

　

い
て

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

社
会
教
育
課
社
会
教
育
係

（
八
雲
町
公
民
館
内
）

　

☎
0
1
3
7
│
63
│
3
1
3
1

　

八
雲
町
民
自
治
推
進
委
員
会

は
、
八
雲
町
自
治
基
本
条
例
に
基

づ
き
設
置
す
る
町
長
の
附
属
機
関

で
す
。

　

自
治
基
本
条
例
が
描
く
情
報
共

有
と
町
民
参
加
の
制
度
に
基
づ

き
、
町
民
の
幅
広
い
意
見
を
取
り

入
れ
、
一
層
開
か
れ
た
自
治
を
推

進
す
る
た
め
、
八
雲
町
自
治
基
本

条
例
第
17

条
の
規
定
に
基
づ
き
、

次
の
と
お
り
委
員
の
一
部
を
公
募

し
ま
す
。

区　分

情報公開 3件

個人情報 17件

2件

17件

1件

0件

0件

0件

なし

なし

なし

なし

請求
件数

非公開
件数

異議
申し立て
状況

審査会の
開催状況

公開件数

0件

0件

不存在
件数

【請求内容】《平成29年4月1日～平成30年3月31日》

［情報公開］意見書に関する書類、水質検査に関する書類
　　　　　　賠償責任保険に関する書類
［個人情報］要介護認定に関する書類

全部公開 一部公開

平
成　

年
度
情
報
公
開

制
度
等
の
運
用
状
況

29

　

情
報
公
開
条
例
お
よ
び
個
人
情

報
保
護
条
例
に
基
づ
く
平
成
29

年

度
の
運
用
状
況
は
、
次
の
と
お
り

で
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

総
務
課
総
務
係

　

☎
0
1
3
7
│
62
│
2
1
1
1

八雲町自治基本
条例第17条の規
定に基づき、
委員の一部
を公募
します
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　前回のVol.19（平成30年2月号）では自治基本条

例の第6章（住民投票）第24条、第25条について解

説しました。今号では、第6章（コミュニティ）第26条、

第27条を紐解いていきます。

　まちづくりの重要な担い手として、コミュニ

ティに関する事項を明記しています。

第26条（コミュニティにおける町民の役割）

　町民は、互いに助け合い、安心して心豊かに暮

らすことのできる地域社会の実現のために、多様

なコミュニティを組織します。

２　町民は、地域社会の担い手であるコミュニ

ティの重要性を認識し、その活動に協調性を

もって積極的に参加し、これを守り育てるよ

う努めるものとします。

第27条（行政の役割）

　行政は、コミュニティの自主性と自律性を尊重

し、その活動との連携を図るとともに、コミュニ

ティ活動を促進するため、適切な支援を講じるも

のとします。

２　行政は、コミュニティから協議及び提案を受

けたときは、その趣旨を尊重し、行政運営に

反映させるよう努めるものとします。

　第6章では、まちづくりの重要な担い手として、

コミュニティに関する事項を明記しています。　

　コミュニティの定義を「町内会等の地縁組織及

び町民が主体性をもって組織し、活動する団体

等」としており、具体的な例としては、居住する

地域の結びつきである町内会や自治会などのほか、

ボランティア団体、ＮＰＯ法人、その他特定の目

的のために活動する団体があげられます。

　多くのまちづくり活動は、これら多くのコミュ

ニティの関わりによって行われており、コミュニ

ティをまちづくりの重要な担い手と位置づけてい

ます。

　また、多くの町民の参加が得られるよう、コ

ミュニティ自らが環境を整備することを定めてい

ます。

vol.●20自治基本条例って何ですか

第６章（コミュニティ）

解説・考え方

　北海道財務局の専門の相談員が「借金のお悩み」を親身になってお聴きし、自身にあった解決方法を

提案します。また、「預金・融資、保険など金融全般」のご相談も受け付けます。無料・予約不要です。  

また、秘密は厳守いたします。

【受付時間】６月８日（金）午前９時～12時

【場所】函館地方合同庁舎６階（函館財務事務所会議室）　函館市新川町25番18号

【問い合わせ先】北海道財務局相談員　・☎011－807－5144　・☎011－807－5145

【主催】北海道財務局、函館財務事務所

　当日お越しいただけない方につきましても、下記の常設

窓口で相談を受け付けていますので、お気軽にご相談くだ

さい。

・多重債務者相談窓口　　　　　　☎011－807－5144

・金融ほっとライン　　　　　　　☎011－807－5145

・中小企業等金融円滑化相談窓口　☎011－729－0177

「借金・金融一般相談会」の開催について

借金・金融一般相談
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障
が
い
や
病
気
な
ど
を
持
つ
方

が
、
周
り
の
方
の
配
慮
や
助
け
を
受

け
や
す
く
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
身
に
着
け
る
「
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
」
や

「
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
」
を
配
布
し
ま
す
。

【
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
と
は
】

　

外
見
で
は
障
が
い
な
ど
が
分
か
り

に
く
い
方
が
身
に
付
け
る
も
の
で
す
。

【
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
と
は
】

　

緊
急
連
絡
先
や
か
か
り
つ
け
医

療
機
関
を
書
く
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
お
り
、
緊
急
時
の
支

援
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
り
ま
す
。

【
申
請
窓
口
】

・
保
健
福
祉
課
障
が
い
者
福
祉
係

・
熊
石
総
合
支
所
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

・
落
部
支
所

・
相
沼
泊
川
出
張
所

※
申
請
書
は
各
窓
口
に
用
意
し
て

　

ま
す
。　
　

【
郵
送
に
よ
る
申
請
書
の
送
付
先
】

　

八
雲
町
保
健
福
祉
課
障
が
い
者

福
祉
係
（
栄
町
13

│
1　

シ
ル

バ
ー
プ
ラ
ザ
内
）

※
申
請
書
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

　

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

保
健
福
祉
課
障
が
い
者
福
祉
係

　

☎
0
1
3
7
│
64

│
2
1
1
1

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
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八
雲
駅
前
花
壇
は
、
八
雲
花

い
っ
ぱ
い
運
動
推
進
委
員
会
が
主

体
と
な
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ご

協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
花
壇
整

備
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
昨
年
度

は
、
参
加
6
団
体
と
個
人
も
含
め
、

た
く
さ
ん
の
方
が
参
加
し
、
見
事

な
美
し
い
花
壇
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
度
も
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
新
規
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
！
】

　

昨
年
登
録
し
て
い
た
だ
い
た
団

体
以
外
で
、
一
緒
に
花
壇
を
整
備

し
て
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
募
集
し
ま
す
。

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
内
容
】

　

八
雲
駅
前
広
場
花
壇
の
土
起

し
、
花
植
え
（
5
月
）
、
雑
草
抜
き
、

ゴ
ミ
清
掃
（
6
月
〜
10

月
ま
で
月

2
回
程
度
）﹇
1
回
1
時
間
﹈

【
募
集
要
領
】

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
・
町
内
会
・

個
人
の
名
称
、
代
表
者
名
、
連
絡

先
を
登
録
し
ま
す
。

※
各
団
体
の
代
表
の
方（
個
人
）に

集
ま
っ
て
い
た
だ
き
5
月
中
旬

に
説
明
会
を
行
う
予
定
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

建
設
課
都
市
計
画
係

　

☎
0
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3
7
│
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│
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町
の
花
「
ひ
ま
わ
り
」
の
普
及

促
進
を
目
的
と
し
て
、
種
子
の
無

料
配
布
を
実
施
し
ま
す
。
町
民
の

皆
さ
ま
に
広
く
育
て
て
い
た
だ

き
、
町
中
を
「
ひ
ま
わ
り
」
で

い
っ
ぱ
い
に
し
ま
し
ょ
う
。

【
種
の
配
布
期
間
】

　

6
月
1
日（
金
）〜7

月
13

日（
金
）

【
配
布
場
所
】

・
総
務
課
窓
口　

・
落
部
支
所

・
熊
石
総
合
支
所
・
公
民
館

・
図
書
館　

・
シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ザ

・
相
沼
泊
川
出
張
所

【
注
意
事
項
】

・
種
の
数
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す

　

の
で
ご
了
承
願
い
ま
す
。

・
配
布
す
る
種
は
植
栽
用
で
す
の

　

で
、
食
用
と
し
て
利
用
し
な
い

　

で
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

企
画
振
興
課
企
画
係

　

☎
0
1
3
7
│
62
│
2
3
0
0

�
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�
�
�
�
�
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�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�　

八
雲
町
バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用
施

設
で
は
、
資
源
（
木
材
・
生
ご
み

な
ど
）
を
再
利
用
す
る
取
り
組
み

を
し
て
い
ま
す
。
町
民
還
元
の
取

り
組
み
と
し
て
、
施
設
で
製
造
し

た
生
ご
み
堆
肥
を
無
料
提
供
し
ま

す
。

【
提
供
場
所
】

　

遊
楽
部
公
園
共
進
会
場

　

（
立
岩
3
5
9
番
地
）

【
提
供
日
時
】
5
月
12

日（
土
）

　

午
前
10

時
〜

※
肥
料
が
な
く
な
り
次
第
終
了

【
注
意
】

・
肥
料
を
お
持
ち
帰
り
の
際
に

は
、
容
器（
袋
な
ど
）、
ス
コ
ッ

プ
な
ど
の
器
具
は
各
自
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

・
提
供
の
目
安
は
、
1
人
50
㎏
程

度
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

水
産
課　

　

☎
0
1
3
7
│
62
│
2
1
1
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午
前
11
時
30
分
オ
ー
プ
ン
！

商
品
が
な
く
な
り
次
第
終
了

は
ぴ
あ
産
直
市

開
催
！

　

地
元
で
と
れ
た
新
鮮
・
安

全
・
安
心
な
野
菜
な
ど
を
販
売

し
ま
す
。

【
開
催
日
】

　

5
月
〜
11

月
ま
で
の
毎
月

第
2
・
第
4
土
曜
日

※
8
月
11

日
は
お
休
み
し
ま

　

す
。

○
上
半
期
開
催
日

・
5
月
12
日
、
26
日 

・
6
月
9
日
、
23
日

・
7
月
14
日
、
28
日

・
8
月
25
日

【
会
場
】
は
ぴ
あ
八
雲

（
本
町
1
1
0
│
1
）

★
出
店
希
望
者
募
集
中
！

　

農
産
物
・
海
産
物
や
各
種

加
工
製
品
等
の
町
内
生
産
者

の
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　

八
雲
商
工
会

　

☎
0
1
3
7
│
63
│
2
5
2
5

　

5

0
1
3
7
│
63
│
2
5
2
6
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■
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
等
で
よ
く
耳
に
す
る
「
過
払
い
金
」
の
返
還
請
求
。
読
ん
で
字
の
ご
と

く
、「
払
い
過
ぎ
た
お
金
」
を
返
還
す
る
よ
う
請
求
す
る
こ
と
を
言
い
ま
す
が
、「
過
払

い
金
」
を
返
還
す
る
よ
う
請
求
で
き
る
の
は
ど
ん
な
仕
組
み
で
し
ょ
う
か
？
今
回

は
、
知
ら
な
い
と
損
す
る
「
過
払
い
金
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
（
特
に
2
0
0
8
年

よ
り
以
前
に
金
融
機
関
か
ら
借
入
を
お
こ
な
っ
た
経
験
の
あ
る
方
は
要
チ
ェ
ッ

ク
）
。

■
私
た
ち
が
銀
行
や
消
費
者
金
融
か
ら
お
金
を
借
り
る
と
き
、
多
く
の
場
合
に
は
利

息
を
支
払
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
利
息
に
関
し
て
は
、
利
息
制
限
法
と

い
う
法
律
で
一
定
の
規
制
が
か
か
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
2
0
0
8
年
よ
り
以
前

は
、
多
く
の
消
費
者
金
融
が
、
こ
の
利
息
制
限
法
の
規
制
を
無
視
し
た
非
常
に
高

い
金
利
で
の
貸
し
付
け
を
お
こ
な
っ
て
い
た
の
で
す
。
つ
ま
り
、「
過
払
い
金
」
返
還

請
求
と
は
、
消
費
者
金
融
な
ど
が
本
来
受
け
取
っ
て
は
い
け
な
い
利
息
分
を
「
払
い

過
ぎ
た
お
金
（
過
払
い
金
）
」
と
し
て
、
返
金
す
る
よ
う
求
め
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

■
過
払
い
金
は
、
数
十
万
円
か
ら
数
百
万
円
に
の
ぼ
る
ケ
ー
ス
も
珍
し
く
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
借
金
を
完
済
し
て
い
る
方
だ
け
で
な
く
、
借
金
を
返
済
中
の
方
で

あ
っ
て
も
、
過
払
い
金
に
よ
っ
て
残
り
の
借
金
を
完
済
で
き
る
可
能
性
も
あ
り
ま

す
の
で
、
心
当
た
り
の
あ
る
方
は
、
一
度
専
門
家
に
相
談
し
て
み
る
と
よ
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

■
た
だ
し
、
一
点
だ
け
重
大
な
注
意
点
が
あ
り
ま
す
。「
過
払
い
金
」
は
、
最
後
に
返
済

し
た
日
か
ら
10

年
間
経
過
す
る
と
、
時
効
が
成
立
し
、
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。
当
事
務
所
に
相
談
に
い
ら
し
た
方
の
中
に
も
、
せ
っ

か
く
発
生
し
て
い
た
「
過
払
い
金
」
が
時
効
に
よ
っ
て
消
滅
し
て
お
り
、
悔
し
い
思

い
を
さ
れ
た
方
が
多
数
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
の
で
、
ご
相
談
は
お
早
め
に
。

■
さ
て
、
当
事
務
所
で
は
、「
過
払
い
金
」
に
関
す
る
相
談
を
は
じ
め
、
皆
さ
ま
か
ら
の

各
種
法
律
相
談
を
承
っ
て
お
り
ま
す
。
一
定
の
資
力
要
件
を
満
た
す
方
は
、
３
回

ま
で
無
料
の
法
律
相
談
を
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
少
し
で
も
気
に
な
る
こ
と
が

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ぜ
ひ
「
法
テ
ラ
ス
八
雲
法
律
事
務
所
（
☎
0
5
0
│

3
3
8
3
│
8
3
6
6
）
」
ま
で
相
談
予
約
の
お
電
話
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

「
法
テ
ラ
ス
江
差
法
律
事
務
所
（
☎
0
5
0
―
3
3
8
3
―
5
5
6
3
）
」
で
も
、
ご

相
談
を
承
っ
て
い
ま
す
の
で
あ
わ
せ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

法
テ
ラ
ス
八
雲
通
信
vol.

71

知
ら
な
い
と
損
す
る
「
過
払
い
金
」

法
テ
ラ
ス
八
雲
法
律
事
務
所　

弁
護
士　

鳴
本　
　

翼

（
函
館
弁
護
士
会
所
属
）

八雲警察署からお知らせ

○北海道警察では、5月11日～20日までの10日間、「春の地域安全運動」を実施し、自治体、防犯協会、

ボランティア等と連携して犯罪のない安全で安心して暮らせる地域づくりを目指します。

○子供を犯罪被害から守るため、「いかのおすし」の防犯標語を使った繰り返しの防犯指導や、登下校時

の見守り活動を行いましょう。

○子供を犯罪被害から守るために「防犯ブザー」や「防犯ホイッスル」を持たせましょう。

○女性が犯罪被害に遭わないため、夜間は人通りの少ない道を避けるとともに、イヤホンで音楽を聴いた

りスマートフォンを操作しながら歩かないようにしましょう。

○オレオレ詐欺に注意！

　息子や甥を騙り「かばんを無くしたのでお金を用意して」などと言って、お金を要求してきたら詐欺です。

○還付金詐欺に注意！

　「医療費の還付金を近くのATMで受け取れます」など言われたら詐欺です。

○架空請求詐欺に注意！

　メールやハガキで「有料サイトの未納金」、「訴訟の和解費用」など

と連絡が来てコンビニエンスストアで支払うように求めてきたら詐

欺です。

○特殊詐欺の被害に遭わないため、お金の要求や儲け話には注意を

し、怪しいと感じたらすぐに警察相談電話＃9110に相談しましょう。

○息子や孫の関係者や金融機関職員を名乗ったとしても、知らない人

に現金やキャッシュカードを絶対に渡さないように注意しましょう。

【問い合わせ先】函館方面八雲警察署　 10137－64－2110

春の地域安全運動

「いかのおすし」

いか～ついて「いか」ない

の　～くるまに「の」らない

お　～「お」おきなこえをだす

す　～「す」ぐににげる

し　～だれかに「し」らせる

みんなで築こう、安全で安心な大地みんなで築こう、安全で安心な大地みんなで築こう、安全で安心な大地みんなで築こう、安全で安心な大地みんなで築こう、安全で安心な大地
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〈
広
告
〉

お
知
ら
せ

〇
柳
谷　

敏
美　

様

　
　
　
　

由
美　

様
（
富
士
見
町
）

　

寄
付
金
額　

20
万
円

○
八
雲
総
合
病
院

　

5
月
13
日
、
20
日
、
27
日

　

6
月
3
日
、
17
日
、
24
日

　

1

0
1
3
7
│
63
│
2
1
8
5

○
ま
き
た
循
環
器
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

　

6
月
10
日

　

1

0
1
3
7
│
62
│
4
7
1
1

5
月
11
日
（
金
）
、
25
日
（
金
）

午
後
1
時
〜
4
時
（
相
談
30
分
）

　

午
後
3
時
ま
で
に
新
た
な
受
け

付
け
が
な
い
場
合
は
終
了
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

※
予
約
制
・
先
着
順

【
会
場
】
は
ぴ
あ
八
雲

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

函
館
弁
護
士
会

　

☎
0
1
3
8
│
41
│
0
2
3
2

INFORMATION

情報
くらしの

町
の
花

ひ
ま
わ
り

函
館
弁
護
士
会
に
よ
る

　
　
　
　

無
料
法
律
相
談

町
へ
の
寄
附

日
曜
・
休
日
当
番
医

相　
　

談

不登校・ひきこもり

　町では、ご家族の方が「不登校」や「ひきこもり」と

なったことでお悩みの方から、相談を受けています。

　「不登校」や「ひきこもり」は、生活や障がいによる不

安、就職していない不安、学校内や家庭内の問題など多く

の深刻な問題が重なっているため、すぐに解決できるもの

ではありません。

　これまでも困難な問題がある相談には、役場のどの課に

相談されてもそれぞれの課から担当者が集まって解決策を

導き出す協議をしています。また、場合によっては、国や

北海道の機関などの専門職員とも協議を行っています。

　なお、厚生労働省が取り組んでいる地域若者サポートス

テーションでは、「働きたいけど、自信が持てず一歩を踏

み出せない…」といったご相談を受け付けています。そし

て、北海道が取り組んでいるジョブカフェ北海道では、若

者のための総合的な就職支援サービスが受けられますので

ご活用ください。

　ご相談の際には、職員は厳しい守秘義務を課せられてい

ますので、個人情報などプライバシーは厳格に守られま

す。総合相談窓口の子育て支援センターでは、関係機関と

の調整を行っていますので、どのようなことからでも安心

してご相談ください。

◎総合相談窓口
　・子育て支援センター
　　☎0137－62－2573

◎不登校でお悩みの方
　・教育委員会学校教育課
　　☎0137－63－3131
　・熊石教育事務所
　　☎01398－2－3111

◎障がい等の不安でお悩みの方
　・保健福祉課（シルバープラザ内）
　　☎0137－64－2111
　・熊石総合支所住民サービス課
　　☎01398－2－3111

◎生活の不安でお悩みの方
　・住民生活課社会係
　　☎0137－62－2112
　・熊石総合支所住民サービス課
　　☎01398－2－3111

◎未就職の不安でお悩みの方
　・商工観光労政課労政係
　　☎0137－62－2116
　・熊石総合支所産業課 
　　☎01398－2－3111

◎厚生労働省・北海道の相談窓口
　・はこだて若者サポートステーション
　　☎0138－22－0325
　・ジョブカフェ北海道
　　☎011－209－4510

などでお悩みの方の相談窓口に

ついて

広報 ���  5月号　20



季
節
労
働
者
の
皆
さ
ん

悩
み
ご
と
、
相
談
し
て

く
だ
さ
い

「
無
料
人
権
相
談
」
を

　
　
　
　
　

開
催
し
ま
す

　

町
で
は
、
季
節
労
働
者
の
方
々

が
仕
事
の
こ
と
や
家
族
の
こ
と
な

ど
で
困
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
場
合

に
相
談
し
、
指
導
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
地
域
相
談
指
導
員
と
し
て
次

の
方
々
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
渡
島
檜
山
北
部
通
年
雇

用
促
進
支
援
協
議
会
（
八
雲
町
役

場
商
工
観
光
労
政
課
内　

☎
0
1

3
7
│
64

│
3
3
5
5
）
で
も
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

【
地
域
相
談
指
導
員
】

○
委
嘱
期
間

　

平
成
30

年
4
月
1
日
〜

　
　
　

平
成
31

年
3
月
31

日

・
餌
取　

優
（
東
町
1
3
6
）

　

☎
0
1
3
7
│
62

│
2
3
8
1

・
菊
地　

三
男
（
東
雲
町
12

│
31

）

　

☎
0
1
3
7
│
63

│
3
7
3
7

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

商
工
観
光
労
政
課

　

☎
0
1
3
7
│
62
│
2
1
1
6

　

児
童
・
生
徒
の
い
じ
め
、
家
庭

内
の
い
ざ
こ
ざ
、
相
隣
関
係
な

ど
、
身
近
な
心
配
ご
と
に
つ
い

て
、
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

【
日
時
】
6
月
1
日
（
金
）

　

午
後
1
時
〜
3
時

【
場
所
】

﹇
八
雲
地
域
﹈

　

八
雲
町
公
民
館　

第
2
会
議
室

﹇
熊
石
地
域
﹈

　

熊
石
総
合
支
所　

2
階　

第
3

会
議
室

【
八
雲
町
の
人
権
擁
護
委
員
】

﹇
八
雲
地
域
﹈

・
石
川　

和
子
（
元
町
）

・
山
中　

義
廣
（
三
杉
町
）

・
下
里　
　

晃
（
黒
岩
）

・
川
村　

裕
子
（
落
部
）

﹇
熊
石
地
域
﹈

・
山
田
須
美
子
（
相
沼
）　

・
玉
館　

正
幸
（
鳴
神
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

総
務
課
総
務
係

　

☎
0
1
3
7
│
62
│
2
1
1
1

　

函
館
弁
護
士
会
に
よ
る
無
料
法

律
相
談
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま

す
。
相
談
は
無
料
で
す
の
で
、
お

気
軽
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
6
月
1
日
（
金
）　

　

午
後
1
時
〜
4
時

※
各
相
談
時
間
30

分

【
定
員
】
6
名
（
予
約
制
）

※
当
日
も
受
け
付
け
ま
す
が
、
予

　

約
さ
れ
た
方
を
優
先
し
ま
す
。

す
ず
ら
ん
無
料
法
律
相
談

の
お
知
ら
せ

福
祉
の
お
仕
事
出
張
相
談

in
八
雲
町

【
会
場
】

　

熊
石
総
合
支
所　

町
民
相
談
室

【
担
当
弁
護
士
】

　

河
野　

正
樹　

氏

（
函
館
弁
護
士
会
所
属
）

【
申
込
期
日
】

　

5
月
31

日
（
木
）
ま
で

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　

総
務
課
総
務
係

　

☎
0
1
3
7
│
62
│
2
1
1
1

　

福
祉
の
職
場
っ
て
ど
ん
な
と
こ

ろ
？
ど
ん
な
人
達
が
働
い
て
い
る

の
？
な
ど
、
福
祉
の
職
場
に
関
す

る
疑
問
や
質
問
に
お
答
え
す
る
出

張
相
談
を
開
催
し
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
6
月
12

日
（
火
）

午
前
10

時
〜
正
午

【
場
所
】

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
や
く
も

　

福
祉
の
お
仕
事
相
談
コ
ー
ナ
ー

【
相
談
料
】
無
料

【
取
り
扱
い
機
関
】

　

社
会
福
祉
法
人

　

函
館
市
社
会
福
祉
協
議
会

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
や
く
も相

談
窓
口

（
当
日
申
込
可
）

　

☎
0
1
3
7
│
62
│
2
5
0
9

◎
臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す

　

次
の
場
所
に
備
え
付
け
の
申
込

用
紙
に
写
真
を
貼
付
の
う
え
必
要

事
項
を
記
入
（
自
筆
）
し
、
公
共
職

業
安
定
所
の
紹
介
状
を
添
え
て
、

総
務
課
人
事
厚
生
係
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

【
申
込
用
紙
取
得
場
所
】

　

総
務
課
人
事
厚
生
係
、
熊
石
総

合
支
所
、
落
部
支
所
、
熊
石
総
合

支
所
相
沼
泊
川
出
張
所
ま
た
は
函

館
公
共
職
業
安
定
所
八
雲
出
張
所

《
図
書
館
司
書
》

【
募
集
人
員
】
1
名

【
応
募
資
格
】

・
図
書
館
司
書
の
資
格
を
有
し
て

　

い
る
方

・
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
有
し

　

八
雲
町
内
か
ら
通
勤
可
能
な
方

・
ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
な
ど
パ
ソ

　

コ
ン
の
基
本
操
作
が
で
き
る
方

【
勤
務
場
所
】
八
雲
町
立
図
書
館

（
相
生
町
98

番
地
）

【
雇
用
期
間
】

　

6
月
1
日
〜
11

月
30

日

※
勤
務
成
績
に
よ
り
更
新
あ
り

【
勤
務
日
】

　

週
休
2
日
制

※
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
、
土
、

　

日
曜
日
の
勤
務
が
あ
り
ま
す
。

【
勤
務
時
間
】

　

午
前
8
時
30

分
〜午

後
5
時
15

分

※
遅
番
、
夜
間
勤
務
あ
り

【
添
付
書
類
】

・
図
書
館
司
書
資
格
証
明
書
ま
た

　

は
証
書
の
写
し

・
自
動
車
運
転
免
許
証
の
写
し

・
課
題
レ
ポ
ー
ト

※
レ
ポ
ー
ト
の
詳
細
は
申
込
用
紙

　

添
付
資
料
を
参
照
願
い
ま
す
。

【
業
務
内
容
】

　

図
書
館
奉
仕
業
務

（
図
書
貸
出
受
付
、資
料
管
理
な
ど
）

【
賃
金
】
日
額
6
，
5
0
0
円

【
特
別
賃
金
】
年
間
96

日
分

※
初
年
度
は
減
額

【
保
険
等
】

　

健
康
保
険
、
厚
生
年
金
、
雇
用

保
険
、
労
災
保
険
に
加
入

【
採
用
方
法
】

　

書
類
選
考
、
レ
ポ
ー
ト
評
価
、

面
接
試
験

【
申
込
期
限
】

　

5
月
18

日
（
金
）

午
後
5
時
15

分

※
郵
送
の
場
合
は
必
着

【
試
験
予
定
日
】

　

5
月
21

日
（
月
）

※
時
間
は
別
途
通
知
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

八
雲
町
立
図
書
館

　

☎
0
1
3
7
│
62
│
2
5
0
7

八
雲
町
か
ら
の
お
知
ら
せ

募　
　

集
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〈
広
告
〉

　町長と話したい、町長の考えを聞いてみたいと思っ
ている町民の方との懇談会を開催しています。
◆人数　５名以上（団体、個人は問いません）
◆懇談時間　概ね１時間程度
◎希望の開催日時と会場を事前にお知らせください（こ
ちらから伺います）。随時受け付けしています。
※日程は町長の公務日程と調整させていただきます。
◆申込先
　企画振興課協働推進係　　　　☎0137－62－2300

　地域振興課まちづくり推進係　☎01398－2－3111

町長との懇談会 OK
��
��

みんなの年金ガイド
今月の年金相談

5月17日（木）

10:30～12:00

13:00～15:30

第1・2会議室

完全予約制
5月10日（木）までにお申し込みください。

次回は6月14日（木）です。
学生納付特例について

◆問い合わせ先　　請求手続きや届け出など　ねんきんダイヤル 10570－05－1165

　　函館年金事務所　・加入手続きや納入相談など（国民年金課）

　　　　　　　　　　・障害年金の請求手続きなど（お客様相談室）

　　役場窓口　　　　　住民生活課社会係（窓口５番） 10137－62－2112

　　　　　　　　　　　熊石総合支所住民サービス課 101398－2－3111

番号のかけ間違いにご注意ください

詳しくは、お近くの「年金事務所」へおたずねください

10138－82－8002
※アナウンスに従いおかけください。

知っ
て

おき
たい

年金相談は完全予約制です。ご希望の方は、住民生活課社会係までご連絡願います。

○「学生納付特例」とは？
　『学生納付特例』とは、所得の少ない学生の方が、国民年金保険料の納付を先送り（猶予）できる制度

です。保険料の納付が困難なときはそのままにせず、下記の通り手続きを行いましょう。

【手続きの方法】

・平成29年度（平成29年４月～平成30年３月）の学生納付特例の承認を受けた方で、平成30年度（平成

30年４月～平成31年３月）も在学予定の方は、４月始めに再申請の用紙が日本年金機構より送付され

ますので、引き続き学生納付特例制度をご希望の場合は、必要事項を記入の上ご返送ください。

上記以外の方（平成30年度中に20歳になる方、すでに20歳になっているが平成29年度は学生納付特例

の手続きをしなかった方など）は、八雲町役場または各支所、函館年金事務所にて受け付けています。

【必要なもの】

①個人番号通知カードまたは個人番号カード（個人番号カードの場合は②は不要）

②窓口に来る方の本人確認書類（運転免許証など写真付き公的証明書なら１つ、

　保険証など写真無しのものなら２つ）

③年金手帳（もしくは基礎年金番号のわかる書類）

④学生証のコピーまたは在学証明書の原本

⑤印鑑
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